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           安芸灘地域医療介護連携ネットワークについて 

 

１ 目的 

  安芸灘地域の医療  介護関係者間の連携を強化し、医療機関や介護サービス事業所の関

連機関の連携を推進し円滑な入退院支援や看取りの体制を構築していくための具体的方

策や効果的な普及方法を検討する。 

 

2 背景 理由 

   呉市内でも特に高齢化率が高く、地域資源に限りがある安芸灘地域において、高齢者が

その人らしく健康的な生活を維持継続できるよう、医療  介護関係者の連携をより深める

ことにより、誰もが住みやすい地域づくりを目指して支援体制を整備していく必要があ

る。 

   呉市では平常時だけでなく不測の事態においても安定的な医療、介護サービスを継続

的に提供できるよう医療、介護関係者間の情報の共有化と連携体制の整備の一環として

退院前カンファレンスのオンライン化に取り組んでいる。令和４年度にはオンラインに

おいても円滑な情報共有が可能となることを目指して全地域包括支援センターにＨＭネ

ットの利用促進のために貸出用パソコンを設置し、呉市版退院前カンファレンスオンラ

イン実施のための手引きを作成した。 

  こうした背景から、手引きの普及及び活用方法やＨＭネット貸出用パソコンの効果的

な運用と入退院支援における適切な情報共有及び連携推進のための具体的方策を検討す

る必要がある。 

 

3 準備班 

  安芸灘地域包括支援センタ－ 

  下蒲刈病院：多保先生，下岡総看護師長，山内氏（地域連携室ソーシャルワーカー） 

   訪問看護ステーションうらにわ：吉田氏 

  豊寿会居宅介護支援事業所：真田氏 

  ケアセンター成寿園豊：早川氏 

  居宅介護支援事業所住吉浜：平岡氏 

  安芸灘川安居宅介護支援事業所：赤木氏，林氏 

  安芸灘保健出張所：薗田氏 

  呉市 

  呉市在宅医療 介護連携推進コーディネーター 

 

4 内容 

（1） 医療 介護連携に関する意見交換会 

（2） 手引きの効果的な普及及び活用方法の検討 

（3） HMネット貸出用パソコンの効果的な運用方法の検討 
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（4） 円滑な入退院支援やその人らしい生活を支える体制（看取り）構築の検討 

5 方法 

 グル－プワークや意見交換（ワークショップ） 

 

6 開催回数 開催時間帯 

 チーム内で調整（概ね３カ月に１回程度） 

 

7 今後の進め方 

 ７月 13 日（木）16：00～ 下蒲刈病院２階会議室 

安芸灘地域包括支援センターから下蒲刈病院へチーム発足の趣旨を説明し、参加依頼

を行う。 

  ８月 25日（金）16：00～ 下蒲刈病院２階会議室 

  第１回チームメンバ－顔合わせ  今後のスケジュール等を協議 

 

8 その他 

   コアメンバーへの報酬はなし 

 

  


